















1993 年に美術雑誌 F. M. R (Franco Maria Ricci, No. 43) 4 月号に寄せ
られたエレーヌ・シクスーの『バテシバあるいは内なる聖書』(Bethsabée





(Rembrandt Harmenszoon Van  Rijn, 1606-1669) による『水浴するバ
テシバ』(Bethsabée au bain) (1654) は，ルーヴル美術館のリシュリュー








































ス・メムリング (Hans Memling，vers 1435-1494) が 『バテシバの様子







また 16 世紀には，同じくフランドルの画家ヤン・マシス( Jan Massys，




























































« Cette nue n’est pas un nu. Elle n’est pas faite – pas peinte –pour être
vue nue. Justement elle – Bethsabée. » であり，これはミレーユ・カル・
グリュベールも指摘しているように 8) ，シクスーによる女性形からの聖書
の物語の書き換えとしてとらえられるものである．音のうえでは同じであ




































ンチ (Léonard de Vinci, 1452-1519) の代表作『モナ・リザ』(Mona Lisa



















































































































“考える人” (penseur) を対置しながら，“考え” 自体は決して固定されたも
のではなく，動いてゆく雲のように移動してゆくものとしてとらえられて
いるが，先に挙げた女性形の “nue” には，同音異義の女性名詞として，
“雲” あるいは “天空” の意味もある．













































































































































































加えられているものは，言語のレヴェルでは通常，“無音の e” (e muet) と












Cette lettre s’oppose. Au voile. Au linge. A la lecture．C’est une
lettre de dos．Elle nous tourne le dos. Quand j’ai voulu la lire: à
jamais interdite. Peindre une lettre vue de dos! La Porte est fermée.
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レンブラント『水浴するバテシバ』をめぐるエクリチュール
C’est David, me souffle un vieux récit. David est l’hors. Le hors.
L’ordonnateur. Invisible. “ David et Bethsabée ”, c’est ça: c’est














ているのだ．エクリチュールが，金と金色を表す “or” を使って “見えない
ダビデ” を描いているのだ．それもレンブラントが画面の中心に描き込ん
だ，あの白い “一通の手紙” と同じ単語である，“文字” というひとつの
“lettre” を使って…．もう少し細かく見てみよう．拡大鏡をとりだすよう
にして，ここにあるふたつの “hors” を見てみると，最初のほうの “hors”
は無音の “h” であるために，“h” の文字は字としては完全に消えて，音の
うえでは，「その時」という意味を表す “lors” あるいは “l’or” と同じ状態
になる．ところが，次の “Le hors” はつづりの状態から有音であることが
わかり，音の次元ではこちらのほうに「金」を表す “or” の音が聞こえて
くるが，文字の上では，“l’hors” が “Le hors” に変換されることで，“h”




るようにも見える．ただし，ここでの “hors” はあくまでも “h” のついた
“外で” という “hors” としての “or” であって，本当の “or” という言葉と
音は，布や肌着や「埋め込まれた金 (ors) や白っぽい金色などが，肉体の
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黄色みがかった金色 (l’or blond) と隣り合って、長調や短調の調べを奏で
ているのです」25) と語られているように，ダビデという “命じている人物”
(L’ordonnateur) の側ではない，バテシバの輝く身体 (corps) を語ってい
る部分に多く使われているのである．
このように，レンブラントの絵画をめぐりながら，そこで “起きたばか
りのこと” をみずから作り直す “エクリチュール” という場も，それ自身
が言っているように，“秘密” を描きうる場であり，“移行” あるいは “通
過” の場なのではないだろうか．そしてそれはまた，絵画がパラドックス
にも見える “見えない手紙” を描いたように，本来は “読めない” ふたつの
“hors” のような要素や同音異義の “or” ／ “hors” を入れ換えることによっ
て，ささやかな一つの文字さえも，錬金術のように “変換 “（メタモルフ
ォーズ）させ得る場であることを示しているのではないだろうか．





B. = Bethsabée ou la Bible intérieure (F. M. R. No. 43, avril 1993 pp.14-18)
2) 英語版 (F. M. R. No. 61, april 1993) では，Catherine. F. MacGillivray に






8) Mireille Calle-Gruber :《ou Ce qui ne renonce jamais》p.274 in《Hélène













18) Cf．Mireille Calle-Gruber :《ou Ce qui ne renonce jamais》p.272
19) B. p.17












〔図版 4〕レンブラント『 カーテンの掛けられた聖家族』(1646) カッセル州立美術
収集
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